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高校教育の成果と教師の資質能力
──普通科高校の校長調査から──
南 本 長 穂







































































































































下位校で 64.0％，進学率中位校で 43.6％，進学率上位校で 38.1％），続いて
「1．高い学力が求められる国公立大学や有名私立大学への進学生徒を増やす













進学率上位の高校 19.9 55.0 16.9 8.2 100.0（231）
進学率中位の高校 14.2 53.6 28.9 3.3 100.0（239）
進学率下位の高校 12.2 49.0 27.3 11.4 100.0（245）
合計 15.4 52.4 24.5 7.7 100.0（715）














進学率上位の高校 30.9 53.5 13.0 2.6 100.0（230）
進学率中位の高校 24.2 47.1 22.9 5.8 100.0（240）
進学率下位の高校 5.3 29.5 42.6 22.5 100.0（244）
合計 19.9 43.1 26.5 10.5 100.0（714）

























進学率上位の高校 2.6 20.3 42.9 34.2 100.0（231）
進学率中位の高校 6.3 21.3 49.0 23.4 100.0（239）
進学率下位の高校 17.6 39.2 30.6 12.7 100.0（245）
合計 9.0 27.1 40.7 23.2 100.0（715）













進学率上位の高校 3.1 12.9 21.3 62.7 100.0（225）
進学率中位の高校 9.7 30.7 26.1 33.6 100.0（238）
進学率下位の高校 21.2 44.5 23.3 11.0 100.0（245）
合計 11.6 29.8 23.6 35.0 100.0（708）





















































進学率上位の高校 29.8 56.6 12.7 0.9 100.0（228）
進学率中位の高校 16.7 44.8 37.2 1.3 100.0（239）
進学率下位の高校 2.9 9.8 53.3 34.0 100.0（244）
合計 16.2 36.6 34.9 12.4 100.0（711）














進学率上位の高校 32.2 45.2 17.0 5.7 100.0（230）
進学率中位の高校 22.1 47.1 25.0 5.8 100.0（240）
進学率下位の高校 7.3 26.1 35.1 31.4 100.0（245）
合計 20.3 39.3 25.9 14.5 100.0（715）

























進学率上位の高校 6.5 45.0 41.6 6.9 100.0（231）
進学率中位の高校 5.4 43.8 43.8 7.1 100.0（240）
進学率下位の高校 2.0 34.7 54.3 9.0 100.0（245）
合計 4.6 41.1 46.6 7.7 100.0（716）













進学率上位の高校 15.2 46.5 34.8 3.5 100.0（230）
進学率中位の高校 12.9 40.4 42.1 4.6 100.0（240）
進学率下位の高校 4.5 31.0 50.2 14.3 100.0（245）
合計 10.8 39.2 42.5 7.6 100.0（715）

























進学率上位の高校 12.6 43.0 25.2 19.1 100.0（230）
進学率中位の高校 11.7 52.3 27.6 8.4 100.0（239）
進学率下位の高校 8.2 48.2 36.7 6.9 100.0（245）
合計 10.8 47.9 30.0 11.3 100.0（714）













進学率上位の高校 47.4 49.1 3.0 0.4 100.0（230）
進学率中位の高校 39.2 52.9 7.9 0.0 100.0（240）
進学率下位の高校 24.1 51.4 22.4 2.0 100.0（245）
合計 36.6 51.2 11.3 0.8 100.0（715）













































1位 1＋2位 無し 1位 1＋2位 無し 1位 1＋2位 無し
1．習熟度別学級編成を行い，生徒の学力
や成績に対応した指導
24.7 32.8 5.9 26.6 42.6 5.2 35.0 50.9 6.8
2．夏休み等の休業日や土曜日（休日）の
授業（補習授業や個別指導等）の実施
25.6 52.5 4.6 18.1 40.5 4.8 7.5 27.0 5.5
3．個別指導の充実（個別指導時間の設定
等）や補習授業の導入
16.3 32.0 2.3 18.6 35.1 2.6 15.8 35.2 3.4
4．テストの回数とか，復習・予習の課題を
多くし，学力向上への意欲を高めること
12.3 34.3 4.6 8.4 16.0 10.8 4.6 15.8 13.6
5．学力向上に向けて教員間の意思疎通と
学力向上方策の検討
7.9 17.3 18.7 8.0 20.2 19.9 5.8 12.3 19.1
6．新しい授業方法（個別指導や協同学習
の導入等）に関する研究
3.1 7.6 30.6 7.2 13.5 27.7 10.0 19.9 16.9
7．学力が平均（校内での学年平均）より
も低い生徒への指導の工夫
1.8 4.5 10.5 3.4 9.7 6.1 12.1 29.8 5.1
8．学力が平均（校内での学年平均）より
も高い生徒への指導の工夫
5.3 8.4 4.6 5.5 11.0 6.5 3.8 5.1 13.1
9．教師間での教材内容の研究（校内研
修）の活発化・充実化
2.2 9.4 17.4 3.4 10.2 15.2 4.2 12.4 15.3
























25.1 53.6 14.2 25.2 50.0 17.1 23.7 44.2 22.4
3．インターンシップや就業体験の機会を
設けて，就業の体験活動をおこなうこと












0.9 3.6 10.3 2.1 6.9 6.8 2.1 6.7 9.7
7．個人にとっての職業の意味や役割等，
職業を教え，職業観を育てる
1.3 4.9 13.2 0.4 3.0 15.3 2.1 9.2 17.3
8．「まじめに働くことが大切である」と
いった勤労観を育てること
0.9 1.8 4.4 0.4 0.8 1.8 2.5 5.0 7.2
















































1位 1＋2位 無し 1位 1＋2位 無し 1位 1＋2位 無し
1．地元国公立や難関私大への合格者増加 39.6 57.2 12.0 27.5 41.5 20.9 9.6 16.7 34.5
2．一般入試の利用よりも，推薦入試・
AO 入試による合格者を増やすこと
2.6 5.7 2.3 13.6 24.2 0.9 51.3 64.2 2.2
3．授業の進度を進めるなどの工夫をし，
入試への対策に力を入れること
18.5 38.8 3.2 13.1 30.1 8.1 7.0 18.0 9.7
4．難関国立大学への合格者増加 13.2 24.2 30.6 14.0 18.3 23.9 2.6 4.0 8.4
5．大学で学ぶことの意義や知的な探求の
の楽しさ・喜びを教えること
8.8 26.0 14.4 10.2 22.1 12.4 8.8 26.4 16.4
6．進学者が多く，地域的に通学可能な大
学等に関する情報提供
7.9 13.2 1.4 8.9 21.2 0.4 4.4 17.7 0.9
7．入試問題（出題傾向）の研究・対策を
行い，日々の授業でそれを生かすこと
6.2 22.9 14.4 6.8 23.0 10.3 3.9 10.6 10.6
8．大学進学に伴って広がる職業選択の機
会や大学での学習の効用を教えること
2.2 9.7 5.6 3.4 11.9 9.8 10.5 38.1 9.7
9．入試問題（過去問）について教師間で
の検討会・研究会を活発化させること
0.4 1.7 15.7 1.7 6.0 12.8 0.4 1.8 5.8
















1位 1＋2位 無し 1位 1＋2位 無し 1位 1＋2位 無し
1．教科書で提示される基礎的・基本的な
知識を確実に習得させること








18.8 54.1 10.3 13.6 49.8 13.6 3.4 32.4 14.4
4．パソコンの基本的なソフトを，授業等
の学習や活動で積極的に活用できること








4.0 11.3 13.1 1.7 10.3 12.8 3.0 12.3 17.9
7．パソコンやタブレットを用い，授業や
学習に役立つ情報検索の力を育てること




0.0 0.9 17.3 0.4 2.1 14.0 0.9 2.3 9.2















































1位 1＋2位 無し 1位 1＋2位 無し 1位 1＋2位 無し
1．不登校ぎみの生徒に，個別懇談や家庭
訪問など，きめ細かな支援をすること
44.6 63.7 15.7 42.4 58.8 12.7 28.7 44.3 14.6
2．校則が守れないとか，生活態度の良く
ない生徒への指導
5.2 10.2 0.5 9.6 18.0 1.4 25.4 39.7 5.3
3．授業の進度に遅れ気味で，学力の点で
問題が多い生徒への支援や指導
17.4 35.9 11.9 11.8 32.7 15.1 7.1 20.5 7.5
4．生徒間の人間関係の深刻なもつれや軋
轢，例えばいじめ問題への対応や対策
11.3 29.8 11.4 10.5 28.3 11.3 11.3 33.8 10.2
5．授業等で消極的な態度をとる学習意欲
の低い生徒への支援
10.8 24.2 22.7 11.4 25.2 22.2 8.3 19.1 19.0
6．学習障害児等，特別支援教育を必要と
する生徒に手厚い支援教育をすること
5.2 13.6 23.8 7.0 17.7 22.2 12.5 22.0 19.9
7中途退学に至る傾向がみられる生徒に個
別懇談や個別的に学習の支援を行うこと




0.9 1.5 5.9 0.4 1.7 7.1 0.0 3.0 10.2












1位 2位 3位計 1位 2位 3位計 1位 2位 3位計
1．専門教科の知識が豊富で，教科の指導
力が優れている




11.1 39.3 68.8 13.0 27.6 61.5 20.1 31.6 66.5
3．生徒個々の学力の水準をよく理解でき
て，学力差に対応した教科指導力がある
11.1 18.8 49.2 14.6 22.2 49.8 22.1 21.3 54.1
4．指導教科に関する大学等の入試問題に
精通し，進学指導・対策に熱心である




1.3 1.8 8.9 1.3 5.0 10.1 8.6 12.3 32.8
6．教科外の学校行事や体験活動の指導
に，情熱をもって取り組むことができる




0.0 4.9 8.5 0.8 7.1 12.1 4.1 7.4 21.7
8．部活動等の対外的な試合やコンクール
で優秀な成績を上げる指導ができる
0.4 0.9 8.0 0.0 1.7 11.3 0.0 5.7 15.9
9．進学希望の大学等の学部・学科で，学
べる内容や取得できる資格を説明できる








0.0 0.9 1.8 0.0 2.5 6.3 0.8 1.6 6.9
12．不登校や欠席がちの生徒の指導を，
面談や個別指導を通して丁寧にできる
0.0 0.0 2.7 0.0 1.3 4.2 0.8 2.5 8.2
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